
対象者限定

第一次検定合格当年の
1級建築施工管理 二次対策コース

第一次検定合格翌々年以降の

第二次検定受検資格が発生する年の
1級建築施工管理 二次対策コース

1級建築施工管理
二次対策コース
（2年コース）のご案内
２級建築施工管理技術検定第二次検定（実地試験）合格者で、１級建築施工管理技
術検定受検資格区分「ニ」にて一次検定を受検し合格した方（同年度二次検定受検
対象外の方※1）については、覚書を交わすことで、当学院の１級建築施工管理 二次
対策コースを2回※2受講することができます。

※1）第一次検定合格翌年に第二次検定受検資格が発生する方については対象外となります。
※2）受講年のスライドはできません。受講は、第一次検定合格年と翌々年以降の第二次検定受検資格発生年に限ります。

1回目

2回目

【受講料】令和3年度
 1級建築施工管理二次対策   
 コース受講料と同額

受講料

無　料

試験内容の変更などに寄り、講座内容は変更になる場合があります（令和3年6月2日現在）。

＋19回の添削指導効率的な
カリキュラム で、

第二次検定合格をめざす！！

当学院の添削指導は圧倒的な密度！
詳細な修正指示が入れられるので、
改善の方向が明確にわかり、

次回に向けて効率的に学習できます。

経験記述 添削例
講義１回目【施工計画】

経験記述の添削では非常に軽微な減点
合格レベルまで上達!!

講義8回目【模擬試験（1）】講義６回目【環境管理】講義２回目【合理化】

二次対策コースでは、特に記述問題への取り組みを重視し、圧倒的な回数の添削指導を実施。経験記述の各
テーマごとに、前回の添削結果を次の演習に反映できる効率の良い順序立てで学習を行い、「合理化」「品質
管理」「環境管理」等、近年特に出題の多い項目は繰り返し学習に取り組みます。また、「理解しにくい記述」
「理由の書き方がまずい記述」等、記述内容に問題が見られる場合は、講義後にフォローアップ学習を実施
し、弱点を完全に克服。新試験で新しく出題されるマークシート形式の問題や、「施工管理法」「法規」等、記述
問題以外も十分な対策を行い、8割以上の高得点合格はもちろん、実務でも信頼される技術者をめざします。

※3）1回目はe講義での受講となります。

※3
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